
葉の間か らのぞいて可愛らしかった.終戦の年の4月10日.今の中学の場所にあった第二寄宿舎が焼

けた時も.乙女椿が咲いていたo染井吉野も何本かあるが.やはb乙女椿のそばに.うこん塵 とい うあ

まb見かけをい桜があったoうこん色ともいえをい薄緑色のようを花をつけるのだが.きれいで貴いの

で.ついつい見落 してしまうことが多かった｡グラウンドと中学の間にある八重桜の見事さは.本当に

春らんせんというべきもので.出来れば緋毛せんでも敷いてすわっていたい位であったOこの八重桜も

近年老令のためか又は排気ガスのためかあまb咲かをくなってしまったのはさびしho

こぶ Lで夜くても若葉の美しきは花の美 しきにまさることがあるO 山の上-行 くスロープの右側のゆ

Dの木.史学科と国文科の窓下の梧桐の若芽の美しきは叉格別で.でたばかDの′J＼さを葉が.大きを葉

と同じ形をしているのは当然のことながらほほえましho梧桐は夏に怒ると童話にでてくるか姫様の舟

のようを.まわ鋸に丸い種子をつけた舟型のの実が群がってつく.久 しく花をみたことが夜か ったが.

昨年 うすいオレンジ色の小花が叢状についているのを発見 したo春から夏のうつD変わDの間に.高校

の視聴覚室の窓下のぼたんが咲く｡ 花の女王 ともV,うべきあざやかさだが毎年絵筆をとっていらした天

井先生のお姿はみえず,年 歳々 人々同じからずの感がする｡中学校の窓下のえにしだが- しきb咲いた

後は,生協わきのつつじも色とbどDに美しく.さそわれて護国寺のつつじを見に足をのばしたく.在る.

つつじが終るとさつきが咲 く.テニスコーートわきの倉庫のほじに大きを-セアカシャが 1本あって5月

に房状の白い花をつけるoこれは京城の小学校の校庭に沢山あったのと同じもので.少女の日を思いお

こすよすがと在る｡

梅雨の花はあじさいである｡別館前,学内寮前の並木は見事で.あまb好きな花ではないが雨に打た

れているのは冴え冴えと美しく.中でも図書館-の階段の中程のものはるD色が-きわあざやかである.

私はむ しろ素朴夜がくあじさいの方が好きで,学生課の窓下のを夜がめるのがたのしhoあじさいが終

るころキャンパスは夏休みに入ってしずまD返 ってしまう｡紙数 もつきたので,夏から冬の花は次にゆ

ずDたい｡

あ る 老 兵 の 随 想

福 井 英 一 郎

渡辺先生よDも1年お先に昨年の春.長い間の古巣であった東京教育大学を退任 して早 くも1年近 く

に在ったが,晩年に覆っての月日のたつのは異常にはやく感ぜられるもので,あたかも地平線に近づい

た太陽の ように.正に加速度的といってもよいであろうoこれには勿論戦後の日本社会の.目まぐるし

いほどの変化や急速を経済成長もその一因で戦争を境にしてその前後では.実に明治維新当時をはるか
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に上まわる社会変革があったことは確かであD.それだけに200年以上も天下泰平を詣歌 して.ほと

んど大きを変化 らしいものが夜かったであろう江戸幕藩体制下の社会では毎日を送るのが単調でさえあ

ったろうとも思われる｡

しかしそんを時代においてさえも,老人にとって.月日の経過は若い頃に比べるとやはb非常にはや

く感ぜられたのでは夜かううかOその理由についてはあまDはっきDLをいが.落 日のはやさと以たよ

うな心理的原因かも知れない.いずれにしても〝日暮れて遥遠し〝とはあまb好きを言葉ではないが.

正に名言のようである｡

それでこれから先,あまb長 くもないであろう余生をどのように過 して行こうかと考えることがある｡

若い時代には一時,鴨長明の日野の山居やソローの森の生活夜どにか夜Dの共感 を覚えたこともあっ

たo Lかしこの年に夜って.かえってそのよう夜気持が起ら覆いのは我ながら不思議のように思われるo

やはbあのころの万が純真だったのだろうか｡それとも考え方が幼稚で粗放だったのだろうかOしかし

現在の自己の姿にその残影が全然認められないともいえないようであるO 都心近くとはいえ,万丈に近

vl室で.蟻の ようにうごめいている世の中を夜がめをがら静観 しているのも.形こそ反対に近いが.何

とをく彼等の精神に影響され.それが潜在意識として存在しているゆえのようにも思われるo

徒然草の中に

｢命長ければ恥多し.長 くとも四十 (よそ じ)にならぬほどにて死夜むこそめやすかるぺけれ ｣ と

いう言葉がある. いくら人の寿命が短かかった時代 とはいえ.三十代でこの世を終Dたいとは少し早す

ぎるようでもあるが,その当時の日本人の平均寿命は今のわれわれの想像以上に短かかったのであろう｡

戦前までは.人生五十年と言われたものである.著者兼好はさらにつづけて,〝この年ごろを過ぎると

身体の衰えみにくくなった外見もかまわず,むやみに人の中に出て.ただ子孫の繁栄をみようために少

しでも生きのぴようとむさぼる気持だけが先に立つ姿は.何と率さましい限Dであろう〝と述べている｡

しかし.生への執着と種族保存は人間自然の本能であD.とくに先のこともわからをい子供をもった親

にとっては.一日でも長生きしたいのは当然のことでは夜かろうかo もし兼好法師に児孫があった夜ら

ば,この部分はかをbちがった表現に在ったのではないかとも思われる｡凡そ人の言動や思想にも,い

わゆる家庭の事情が大きく関係することを痛感する次第である｡

本稿は.新年早々に手をつけ.その大半を終 ったころ.老人病のために急に入院治療することに覆っ

たので.最後の部分は病室で書 き終えた｡今にして思えばこのようを感想が浮んだの も決 して偶然では

なく.すでに肉体が精神を左右していたのかも知れをいo Lかし辛にして病気の方の不安は解消し.近

く退院することに夜bましたので御安心願いますO
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